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エネルギーおよび環境問題への対応 の観点か ら・マグネシウムは輸送機器の軽量化に貢献 できる材料
と して注 目を浴びている。 しか し、マグネ シウムは従来の軽量材 と比較する と塩化物含有環境で耐食性
に劣 るとい う問題点を有 してお り、高速輸送機器など高い信頼性、安全性が要求 され る用途 に対 しては
更なる高耐食化が求められ ている。しか し、実際に使用 され ることが想定 される大気環境でのマグネシ
ウムの耐食性 の評価 は少な く、大気腐食機構については未だ明 らかになっていない。更なる耐食性向上
の指針を得 る為には、マ グネシウムの大気腐食機構 を明 らかにす る必要がある。
本論文は、マグネシウムとその合金の実大気曝露環境における腐食挙動 を明 らかにすると共に、大気
腐食 を研究室 レベルで再現するための定露点型乾湿サイクル試験法を検討 し、この方法によって大気腐
食機構について考察 したものであ り、全編6章 よ りなる。
第1章 は緒論であ り、本研究の背景 と目的を述べている。
第2章 では、実大気曝露試験法 と露点温度一定条件で行 う定露点型乾湿サイクル試験法について述べ
ている。
第3章 では、実大気環境におけるマグネ シウムとその合金の腐食挙動(腐 食減量、腐食形態、腐食生
成物)を詳細 に述べている。また、大気曝露環境 における大気お よび試験片表面の温度、相対湿度変化、
さらに塩化物付着量を測定 し、腐食に及ぼす環境因子 を検討 している。
第4章 では、実環境で計測 した温度、相対湿度を基 にした定露点型乾湿サイクル試験 を行い、研究室
レベルでの腐食環境の再現 を行っている。また、腐食挙動に及 ぼす塩化物付着量、試験時間、露点温度
の影響を系統的に明 らかに してい る。
第5章 では、大気環境におけるマグネシウムの腐食発生 と進展過程 について定露点型乾湿サイクル試
験 法を用いて検討 している。アル ミニウムを含んだマグネシウム合金では一度発生 した局部腐食は乾燥
により不働態化 しそれ以降の乾湿過程では腐食の進展が起こらない ことを示 した。これは腐食生成物に
よる保護効果に加 えて、局部腐食発生部分でのA1濃縮によるこ とを明 らかに してい る。
第6章 では、本研究で得 られた結果を総括 し、結論を述べている。また、本研究の工学的意義につい
て記 している。
以上要す るに本論文は、大気環境におけるマグネシウムとその合金の大気腐食を系統的に研究 した結
果 をまとめた ものであ り、知能デバイス材料学の発展に寄与す るところが少な くない。
よって、本論文は博士(工 学)の 学位論文 として合格 と認 める。
664
